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登場人物紹介
日本

《防衛省》
〈特殊部隊サイレント・コア〉
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　二佐。ようやく傍若無人の上司、同期と離れ、心機一転す
るつもりだったが？　コードネーム：モンブラン。

原田小隊
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。元は小牧基地の教育隊所属の救難教育隊救難指導員。
土門に一本釣りされ小隊長に任命される。コードネーム：K２。

畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。冬戦教からの復帰組。コードネーム：ファーム。
高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。西方普連からの復帰組。コードネーム：ヘル
スケア。

大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。土門の片腕として活躍。コードネーム：キャッスル。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　二曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　二曹。元水泳の強化選手。分隊長に出世した。コードネー
ム：フィッシュ。

田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　三曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　士長。ドンパチ好きのオキナワン。田口の「相方」を自称。
コードネーム：ヤンバル。

吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　士長。山登りが人生だという男。コードネーム：アイガー。

姜小隊
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元は韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。司馬に目を付
けられ、日本人と結婚したことで、部隊に引っ張られる。コード
ネーム：マカルー。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。姜小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　二曹。鹿児島県出身で、部隊のまとめ役。コードネーム：チ
ェスト。

御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
井
い

伊
い

翔
かける

　二曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　三曹。父親はロシアビジネス界の大物。コードネーム：



ボーンズ。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西方普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：
ニードル。

赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　士長。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネー
ム：シェフ。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　一士。タガログ語を話せる。コードネーム：ベビーフェイス。
阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。西方普連から修業にきた。コードネーム：
ダック。

〈陸上自衛隊　西部方面普通科連隊〉
中
なか

村
むら

弘
ひろ

臣
おみ

　一佐。西方普連を率いる。
司
し

馬
ば

光
ひかる

　二佐。西方普通科連隊付き教官に異動となった。
大
おお

迫
さこ

勝
かつ

弘
ひろ

　二佐。副連隊長。鹿児島県出身で、地元の私大から自衛隊
に入った。

鍬
くわ

田
た

海
かい

人
と

　三佐。第二中隊情報幕僚。〈歩兵第一三連隊〉鍬田義人の
長男。

金
きん

城
じょう

哲
さとる

　一尉。偵察班を率いる。一般大から自衛隊に入り、たちま
ちレンジャー資格を取った沖縄県人。コードネーム：クイナ。

〈陸上自衛隊第1師団隷下〉
明
あかし

石邦
くに

正
まさ

　一尉。第一戦車大隊第一中隊。小隊は、オベロン小隊。指
揮車は〝ライサンダー〞。

〈陸上自衛隊第一空挺団〉
鈴
すず

木
き

勝
かつ

俊
とし

　一尉。第二普通科大隊第五中隊本部中隊情報小隊を率いる。
もともとは空挺教育隊の教官。大

たい

聖
せい

、聖
せい

也
や

兄弟の父親。

〈第一二普通連隊〉
田
た

辺
なべ

慎
しん

吾
ご

　二尉。工学部出身の二五歳。小隊を任されたばかり。
牛
うし

島
じま

茂
しげ

樹
き

　一曹。小隊長のお守り役。「シゲさん」と呼ばれ慕われて
いる。

〈第八戦車大隊大隊本部付き情報小隊〉
鍬
くわ

田
た

陸
りく

人
と

　一尉。第一三連隊の鍬田義人元一曹の次男。

〈女性自衛官教育隊〉
東
とう

家
け

麻
ま

耶
や

　三佐。元工学部の学生で、第一希望は当時の宇宙開発事業
団だった。



〈特科教導隊第五中隊〉
富
とみ

永
なが

治
はる

樹
き

　二佐。ＭＬＲＳ多連装ロケット・システムを指揮。指揮下
にはＧＭＬＲＳの一個大隊がある。

〈第八後方支援連隊（北熊本駐屯地）〉
伊
い

津
づ

野
の

杏
あ

純
づみ

　一尉。普段は災害派遣で、被災者に野外入浴セットで風
呂を提供する仕事をしている。コールサイン：ガールズ・ワン。

清
きよ

崎
さき

久
く

美
み

　二曹。操縦士。
伊
い

津
づ

野
の

乃
の

亜
あ

　三曹。砲手。伊津野杏純一尉の妹。
松
まつ

舟
ふね

海
み

香
か

　三曹。弾薬手。

〔海上自衛隊〕
第一航空群
曽
そ

野
の

太
た

郎
ろう

　海将補。第一航空群司令。
若
わか

杉
すぎ

秀
しゅう

　一佐。作戦幕僚。
若
わ

生
こう

詠
え

美
み

　三佐。情報幕僚。生まれも育ちも鹿屋。父親はＰ－３Ｃ乗
り。娘も防大に入りＰ－３Ｃ乗りになった。

〔航空自衛隊〕
宮
みや

田
た

弘
ひろ

幸
ゆき

　空将補。航空自衛隊第五航空団司令。垂水出身で、鹿屋の
高校に通って防大に入る。池辺真とは幼なじみ。

池
いけ

辺
べ

真
まこと

　空曹長。要撃管制官。

［陸上幕僚監部］
芦
あし

原
はら

義
よし

道
みち

　陸将。陸上幕僚監部幕僚副長。
山
やま

口
ぐち

諌
いさ

実
み

　二佐。装備部需品課。一般大卒の経理畑。福江島出身。

［海上幕僚監部］
米
よ

納
ない

晴
はる

郎
お

　海将。海上幕僚長。

《内閣》
阿
あ

相
そう

士
し

郎
ろう

　副総理兼財務大臣だったが、岸
きし

部
べ

真
しん

之
の

輔
すけ

が総理を辞任後に
新総理となった。音無に促されて、サイレント・コアの設立に
関わっている。

権
ごん

田
だ

均
ひとし

　警視正。総理秘書官。
加
か

藤
とう

昇
しょう

平
へい

　官房副長官。警察庁出身。
右
う

近
こん

公
きみ

春
はる

　内閣官房。



《外務省》
櫛
くし

田
だ

史
ふみ

雄
お

　外務大臣。
石
いし

川
かわ

恕
しのぶ

　中国課長。

《警察庁》
大
おお

泉
いずみ

学
まなぶ

　警視監。警察庁次長。
河
か

相
あい

鉄
てつ

也
や

　警視正。国家安全保障局に派遣中。右近公春とは学生時代
からの付き合い。

馬
ば

場
ば

啓
けい

治
じ

　警視。長崎県警本部管理官。
笹
ささ

原
はら

啓
けい

介
すけ

　警部補。警視庁特
Ｓ Ａ Ｔ

殊急襲部隊副隊長。
三
み

木
き

谷
たに

啓
けい

　警部補。特
Ｓ Ｉ Ｔ

殊犯捜査第二係。人質交渉人。

〈熊本県〉
浦
うら

島
しま

睦
むつ

実
み

　熊本県知事。農協職員として渡米中に学問に目覚め、ハー
バードで博士号を取り帰国した変わり者。

〈歩兵第一三連隊〉
井
い

芹
せり

奏
そう

汰
た

　陸将。陸上自衛隊元幕僚長。
村
むら

松
まつ

啓
けい

介
すけ

　陸将。井芹から幕僚長に任命される。
鍬
くわ

田
た

義
よし

人
ひと

　元一曹。連隊本部付き情報小隊の分隊長。水俣出身。子供
は二人とも自衛隊員。

〈福岡県〉
緒
お

川
がわ

博
ひろし

　福岡県知事。元内閣広報官。

〈鹿児島〉
有
あり

村
むら

泰
たい

蔵
ぞう

　鹿児島県知事。戦闘機パイロットになりたくて、防衛大学
校に入った。警戒隊出身。

谷
たに

川
かわ

真
しん

治
じ

　元一尉で秘書課に所属。

〈歩兵第二二七連隊〉
日
ひ

高
だか

博
ひろし

　陸将。中央即応集団司令官、また北海道で普通科部隊の連
隊長を務めていた。

新
にい

留
どめ

隼
はや

人
と

　元陸将補。幕僚長。
市
いち

丸
まる

卓
たく

也
や

　元一佐。歩兵第二二七連隊第二中隊を指揮する。
津
つ

曲
まがり

睦
むつ

己
き

　元二佐。
窪
くぼ

園
ぞの

啓
けい

蔵
ぞう

　元曹長。市丸がもっとも信頼している下士官。



中国
［政治委員］
方
ファン

建
チィエン

中
チォン

　少将。戴志強中将とは子供の受験で確執があった。
陶
タオ

景
チィン

臣
チェン

　大佐。政治委員補佐。南海艦隊から異動してきたばかり。

《海軍》
［東海艦隊司令部］
戴
タイ

志
チィ

強
チィアン

　中将。東海艦隊司令官。清廉潔白な人物。
孫
スン

潤
ルン

生
シォン

　少将。東海艦隊参謀長。艦隊ナンバー３。
康
カン

文
ウェン

華
ホァ

　大佐。東海艦隊情報参謀。
徐
シュイ

正
チォン

平
ピン

　大佐。作戦参謀。

［陸戦先鋒第44旅団］
顧
クゥ

家
チィア

強
チィアン

　大佐。旅団長。
宋
ソン

啓
チィ

明
ミン

　中佐。陸戦先鋒第44旅団・旅団司令部付き中隊を率いる。
羅
ルオ

天
ティエン

宇
ユイ

　六級士官。下士官を束ねる。

《陸軍》
［第16空挺軍団］
杜
トゥ

永
ヨン

新
シン

　大佐。第16空挺軍団第１４５空挺連隊を率いる。
邵
シァオ

彦
イェン

祖
チゥ

　中佐。副連隊長兼政治将校。
孫
スン

麗
リィ

麗
リィ

　中佐。作戦参謀。事実上のナンバー２。司馬光二佐の因縁の
相手。

盧
リュ

剣
チィエン

飛
フェイ

　中佐。連隊情報参謀。
厳
イェン

学
シュエ

海
ハイ

　少佐。第一中隊を率いる。

旅団付き攻撃ヘリ部隊
唐
タン

君
チュン

　中佐。飛行中隊を率いる。杜永新大佐とは、過去何度か演習
で一緒に組んだことがある。

曽
ツヲン

昊
ハオ

天
ティエン

　大尉。連隊本部付き偵察小隊を率いる。
呂
リュィ

語
ユイ

堂
タン

　中尉。Ｚ－19攻撃ヘリコプター〝黒旋風〞後席操縦士。
韋
ウェイ

慕
ムゥ

青
チン

　少尉。編隊に参加した兵士で唯一の女性パイロット。
莫
モォ

立
リィ

城
チヲン

　三級士官。



［第七戦術機動師団］
何
ホヲ

雷
レイ

　少将。第七戦術機動師団を率いる。
江

チィアン

卓
チゥオ

　大佐。参謀長。
朱
チゥ

琴
チィン

　中尉。大学出の女士官で、通訳を担当する。

《空軍》
白
パイ

衛
ウェイ

東
トン

　空軍中将。中国空軍九州軍管区司令官。
龍
ロン

輝
ホイ

　中佐。

［空挺］
汪
ワン

文
ウェン

思
ス

　大尉。一個歩兵小隊を率いる。
郭
クゥオ

一
イー

凡
ファン

　中尉。小隊副指揮官。
周
チォウ

正
チヲン

豪
ハオ

　伍長。分隊長。
韓
ハン

童
トン

　曹長。小隊のベテラン。

余
ユイ

凡
ファン

　中尉。対空自走砲を率いてきた。捕虜になったが「人民解放
軍の誉

ほま

れ」と言われている。

アメリカ
〈海軍第七艦隊〉
ロバート・Ｂ・ワイズナー　司令官。海軍大将。アメリカ太平洋軍司

令官。日本人の血が入っている。
サミュエル・シド　大尉。副官。

クリスティン・スールー　大佐。〝グリーン・ベイ〞艦長。身長一六
五センチの女性。

ダグラス・ガーバー　中佐。副長。
エンリケ・ロドリゲス　最上級曹長。

コリン・サマーズ　中佐。海兵隊の一個中隊を率いて乗り込んできた。
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プ
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宮み
や

崎ざ
き

県
中
部
に
あ
る
太
平
洋
に
面
し
た
航
空
自
衛
隊
・

新に
ゅ
う

田た

原ば
る

基
地
周
辺
は
、
灯と

う

火か

管か
ん

制せ
い

の
た
め
暗
闇
に
包
ま

れ
て
い
た
。

　

潜
入
ス
パ
イ
の
連
絡
を
阻そ

止し

す
る
た
め
に
、
携
帯
や
電

話
網
も
落
と
し
て
あ
る
。
基
地
の
周
辺
住
民
も
、
外
と
の

連
絡
を
取
る
に
は
、
宮
崎
県
警
が
敷
い
た
検
問
を
通
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　

数
日
前
、
新
田
原
基
地
を
出
発
し
た
鹿か

児ご

島し
ま

県
出
身
隊

員
か
ら
な
る
陸
戦
部
隊
は
、
そ
の
任
務
を
立
派
に
果
た
し

帰
還
し
た
。

　

た
か
だ
か
二
〇
〇
名
前
後
の
兵
力
で
、
出い

ず
み水
平
野
に
降

下
し
て
き
た
万
を
越
え
る
兵
士
を
背
後
か
ら
襲
撃
し
て
引

き
留
め
、
そ
れ
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
に
貢こ

う

献け
ん

し
た
の
だ
。

　

だ
が
、
犠
牲
も
大
き
か
っ
た
。

　

部
隊
を
率
い
た
鹿
児
島
県
出
身
の
団
司
令
宮み

や

田た

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

が

戦
死
し
、
遺
体
に
な
っ
て
の
帰
隊
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
帰
還
す
る
に
も
時
間
が
か
か
っ
た
。
高
速
や

下
の
道
路
で
は
、
北
海
道
や
本
州
か
ら
海
路
到
着
し
た
部

隊
の
前
進
を
優
先
す
る
た
め
、
あ
ち
こ
ち
で
停
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

終
い
に
は
、
陸
自
都

み
や
こ
の

城じ
ょ
う

基
地
ま
で
辿
り
着
い
た
と

こ
ろ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
を
貸
せ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
こ
で
二
四
時
間
、
足
止
め
を
喰
ら
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
は
、
敵
の
攻
撃
目
標
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
運
行
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を
停
止
し
て
お
り
、
燃
料
入
手
の
目
処
も
立
た
な
か
っ
た

の
で
、
悔
し
い
が
、
休
息
と
割
切
っ
て
皆
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
に
齧か

じ

り
付
い
た
。

　

そ
こ
で
、
持
ち
帰
る
予
定
の
遺
体
は
簡
単
な
検
死
解か

い

剖ぼ
う

を
受
け
、
ボ
デ
ィ
バ
ッ
グ
か
ら
棺ひ

つ
ぎへ

と
移
さ
れ
た
。

　

陸
自
は
、
車
両
を
徴

ち
ょ
う

発は
つ

し
た
お
礼
と
し
て
、
新
田
原

に
送
り
出
す
時
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
自
衛
隊
の
車
両
に
乗

せ
替
え
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
民
間
か
ら
借
り
受
け
た
観
光
バ
ス
や
ダ

ン
プ
カ
ー
ま
で
使
っ
て
移
動
し
て
い
た
の
だ
。

　

ま
た
、
基
地
に
残
る
隊
員
ら
が
正
門
ま
で
整
列
し
、
儀ぎ

仗じ
ょ
う

隊た
い

の
栄
誉
礼
付
き
で
送
り
出
し
て
く
れ
た
。

　

彼
ら
都
城
部
隊
の
主
力
は
今
、
八や

つ

代し
ろ

に
お
り
、
山
中
に

逃
げ
た
敵
兵
士
の
山
狩
り
を
予
定
し
て
い
る
。

　

犠
牲
は
払
っ
た
が
、
熊く

ま

本も
と

と
鹿
児
島
の
県
境
で
発
生
し

た
戦
闘
は
、
自
衛
隊
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い

た
の
だ
。

　

そ
の
夜
、
新
田
原
基
地
の
正
門
ゲ
ー
ト
で
は
、
ド
ラ
ム

缶
に
く
べ
ら
れ
た
薪ま

き

が
赤
々
と
燃
え
て
い
た
。

　

基
地
内
の
電
力
は
完
全
に
復
活
し
て
い
た
が
、
基
地
を

見
張
る
ス
パ
イ
を
欺あ

ざ
むく
た
め
、
停
電
を
偽
装
し
て
い
た
。

　

基
地
に
残
っ
た
隊
員
ら
が
出
迎
え
て
く
れ
た
が
、
皆
、

正
門
前
か
ら
両
脇
に
整
列
し
て
い
た
。

　

恰
好
は
統
一
を
欠
い
て
い
た
。
作
業
服
姿
の
隊
員
も
い

れ
ば
、
戦
死
し
た
団
司
令
を
迎
え
る
た
め
に
礼
装
姿
の
隊

員
も
い
る
。

　

車
列
は
、
正
門
に
入
る
と
、
速
度
を
落
と
し
て
ゆ
っ
く

り
と
進
ん
だ
。
数
日
前
、
戦
死
し
た
団
司
令
の
宮
田
弘
幸

空
将
補
が
最
後
に
演
説
し
た
業
務
棟
裏
の
空
き
地
に
到
着

す
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
彼
の
棺
が
降
ろ
さ
れ
、
日
の
丸

の
旗
が
か
け
ら
れ
た
。

　

滑
走
路
側
か
ら
は
、
複
数
の
重
機
が
走
り
回
る
力
強
い

エ
ン
ジ
ン
音
が
響
い
て
い
る
。

　

こ
の
基
地
は
開
戦
当
初
、
大
陸
か
ら
放
た
れ
た
空
母
攻
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撃
用
の
弾
道
弾
ミ
サ
イ
ル
が
着
弾
し
、
滑
走
路
が
破
壊
さ

れ
た
。
復
旧
は
容
易
だ
っ
た
が
、
復
旧
し
て
も
ま
た
ミ
サ

イ
ル
を
喰
ら
う
だ
け
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
迎
撃
態

勢
が
整
う
ま
で
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

基
地
警
備
小
隊
を
率
い
て
出
撃
し
た
中な

か

村む
ら

信し
ん

治じ

一
尉
が
、

副
司
令
の
中な

か

武た
け

大だ
い

輔す
け

一
佐
に
帰
隊
の
報
告
を
入
れ
た
。

「
勝
ち
は
し
ま
し
た
が
、
無
念
で
あ
り
ま
す
。
…
…
空
将

補
を
、
守
り
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

「
ご
苦
労
だ
っ
た
、
一
尉
。
し
か
し
、
団
司
令
は
ご
満
足

だ
っ
た
と
信
じ
た
い
。
自
分
の
故こ

郷き
ょ
う

を
、
自
ら
の
手
で

守
り
切
っ
た
の
だ
か
ら
な
」

　

指
揮
台
を
囲
む
よ
う
に
も
、
松た

い

明ま
つ

が
燃
え
て
い
た
。
そ

の
前
に
、
戦
死
者
の
棺
が
並
べ
ら
れ
た
。
全
部
で
一
四
人

分
。

　

副
司
令
が
、
出
撃
し
た
隊
員
の
中
で
も
っ
と
も
年
長
で
、

か
つ
団
司
令
と
は
幼
な
じ
み
だ
っ
た
池い

け

辺べ

真ま
こ
と

空
曹
長
に
、

一
言
訓
示
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　

池
辺
は
、
拡
声
器
を
持
っ
て
指
揮
台
の
上
に
登
る
と
、

小
さ
く
た
め
息
を
漏
ら
し
た
後
、
そ
こ
に
整
列
す
る
四
〇

〇
名
前
後
の
隊
員
に
向
か
っ
て
口
を
開
い
た
。

「
…
…
自
分
も
、
団
司
令
も
、
こ
う
い
う
ス
ピ
ー
チ
は
苦

手
な
方
で
。
…
…
や
っ
と
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。
残
念
な

が
ら
、
全
員
無
事
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
。

鉄
砲
を
担
い
で
、
山
の
中
、
川
の
中
を
走
り
回
る
苛か

酷こ
く

な

戦
い
だ
っ
た
。
敵
は
、
ど
う
見
て
も
こ
ち
ら
の
一
〇
倍
。

よ
く
、
こ
れ
だ
け
の
犠
牲
で
済
ん
だ
と
思
う
。
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
故
人
を
悼い

た

ん
で
い
る
暇
は
な
い
。
滑
走
路
の

復
旧
を
急
ぎ
、
こ
こ
を
長な

が

崎さ
き

へ
の
反
攻
作
戦
の
拠
点
と
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
日
ま
で
、
み
ん
な
良
く
頑
張
っ
て
く

れ
た
が
、
夜
が
明
け
た
ら
、
こ
こ
は
本
来
の
空
自
基
地
機

能
を
完
璧
に
取
り
戻
し
て
動
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
と
一

踏ふ

ん
張
り
だ
。
敵
を
東
シ
ナ
海
に
叩
き
落
と
す
ま
で
、
頑

張
っ
て
く
れ
！
」

　

指
揮
台
か
ら
降
り
る
と
、
池
辺
は
中
武
に
「
奥
さ
ん
は
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見
つ
か
り
ま
し
た
か
？
」
と
尋
ね
た
。

　

宮
田
空
将
補
の
戦
死
を
伝
え
る
べ
き
相
手
―
彼
の
奥

方
は
現
在
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
。

　

入い
る

間ま

基
地
に
近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
家
を
守
っ
て
い
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
基
地
関
係
者
が
弔

ち
ょ
う

意い

を
伝
え
に
訪
ね

た
と
こ
ろ
、
応
答
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
あ
、
池
辺
は

彼
女
と
も
同
じ
集
落
出
身
で
、
幼
な
じ
み
の
間
柄
な
の
で
、

自
分
が
実
家
に
連
絡
を
取
ら
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
。

「
そ
の
こ
と
な
ん
だ
が
、
奥
さ
ん
は
実
は
、
あ
っ
ち
に
は

い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
川せ

ん

内だ
い

に
い
る
」

「
せ
ん
だ
い
？ 

東
北
の
仙せ

ん

台だ
い

で
す
か
？
」

「
と
ん
で
も
な
い
。
こ
っ
ち
の
川
内
で
す
よ
！ 

そ
れ
が
、

九
州
出
身
自
衛
官
家
族
の
中
に
、
旦
那
の
後
方
支
援
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
隊
が
立
ち
上
が
っ
た
ら
し
く
て
、
奥

さ
ん
は
、
関
東
一
円
で
旦
那
を
単
身
赴
任
さ
せ
て
い
る
幹

部
の
、
女
房
族
を
纒

ま
と

め
て
九
州
に
上
陸
し
た
よ
う
で
す
」

「
ま
さ
か
⁉ 

橋
は
落
ち
て
、
フ
ェ
リ
ー
も
止
ま
っ
て
い

る
の
に
…
…
」

「
方
法
は
良
く
わ
か
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
Ｏ
Ｂ
が
、
趣し

ゅ

味み

で
飛
ば
し
て
い
る
セ
ス
ナ
の
類た

ぐ
いを

出
し
て
く
れ
た
と
い
う

噂
も
、
あ
る
に
は
あ
り
ま
す
が
…
…
。
そ
れ
で
、
今
は
川

内
で
義
勇
兵
部
隊
の
炊た

き
出だ

し
を
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ

の
情
報
が
鹿
児
島
県
知
事
の
耳
に
入
っ
た
。
あ
の
二
人
は

家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
だ
っ
た
か
ら
、
県
知
事
が
早
速
、

川
内
に
弔
問
に
向
か
い
ま
し
た
。
知
事
は
、
空
曹
長
か
ら

最さ
い

期ご

の
様
子
を
聞
い
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
奥
方
へ
伝
え

た
よ
う
で
す
。
…
…
旦
那
の
最
期
が
、
空
曹
長
の
腕
に
抱

き
か
か
え
ら
れ
て
死
ん
だ
と
聞
く
と
『
き
っ
と
、
彼
も
本

望
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
』
と
、
気
丈
に
応
じ
た
そ
う
で

す
よ
」

「
…
…
ま
あ
、
あ
い
つ
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
と
決
め
た

時
か
ら
、
墜
落
事
故
の
一
報
に
備
え
て
き
た
相あ

い

棒ぼ
う

の
よ

う
な
存
在
で
し
た
か
ら
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
、
し
っ
か
り

し
て
い
る
。
こ
の
三
〇
年
、
そ
の
第
一
報
を
伝
え
る
の
は
、



20

俺
の
役
目
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
…
…
。
そ
れ
が
、
地
上

で
戦
死
な
ん
て
、
皮ひ

肉に
く

な
も
ん
だ
。
さ
て
、
そ
れ
で
基
地

の
復
旧
の
方
は
、
ど
う
な
ん
で
す
か
？
」

「
問
題
な
い
。
夜
明
け
時
に
は
、
滑
走
路
は
完
全
に
復
旧

す
る
。
管
理
棟
も
爆
風
で
窓
ガ
ラ
ス
が
全
部
吹
き
飛
ん
だ

が
、
必
要
な
所
の
掃
除
は
す
で
に
終
え
た
。
防
空
は
、
ペ

ト
リ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
部
隊
が
配
置
に
つ
い
て
い
る
し
、
沖
合

い
に
は
、
弾
道
弾
対
処
の
イ
ー
ジ
ス
艦
も
い
る
。
戦
闘
機

部
隊
や
巡
航
ミ
サ
イ
ル
が
殺
到
し
て
も
、
陸
の
防
空
任
務

部
隊
も
配
置
に
つ
い
て
い
ま
す
。
防
空
は
鉄
壁
で
す
。
三

〇
一
飛
行
隊
は
ま
だ
小こ

牧ま
き

だ
が
、
い
ざ
出
撃
と
な
っ
た

ら
、
こ
の
新
田
原
基
地
か
ら
出
撃
し
た
い
と
い
う
要
望
を

出
し
て
お
り
、
そ
れ
は
適
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
の
維
持
と
防
空
が
そ
こ
そ
こ
行
け
る
と
な
っ
た

ら
、
イ
ー
グ
ル
部
隊
も
こ
ち
ら
に
展
開
し
て
き
ま
す
。
海

自
鹿か

の

屋や

基
地
も
、
わ
れ
わ
れ
と
同
時
に
完
全
復
旧
す
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
長
崎
か
ら
福ふ

く

江え

島じ
ま

方
面
の
制
空
権
を
完
璧

に
取
り
戻
し
て
、
敵
の
海
路
補
給
も
絶
て
る
。
こ
の
戦
争

は
、
あ
と
二
日
も
あ
れ
ば
終
わ
る
で
し
ょ
う
。
…
…
こ
れ

も
、
戦
死
者
の
尊と

う
とい

犠
牲
の
お
陰
だ
。
し
ば
ら
く
は
、
ゆ

っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
」

「
い
や
、
休
息
な
ら
、
都
城
で
た
っ
ぷ
り
し
ま
し
た
よ
。

死
ん
だ
連
中
の
仇か

た
きは

、
空
で
と
っ
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
な
ら

な
い
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」

　

中
国
要
人
の
子
弟
を
乗
せ
た
修
学
旅
行
の
旅
客
機
爆
破

か
ら
、
十
一
日
を
迎
え
て
い
た
。

　

中
国
軍
は
、
ま
ず
五ご

島と
う

列
島
の
福
江
島
に
上
陸
し
、
そ

こ
を
拠
点
に
長
崎
へ
と
上
陸
。

　

関か
ん

門も
ん

大
橋
や
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
破
壊
し
て
、
九
州
を
孤こ

立り
つ

さ
せ
た
上
、
熊
本
県
八
代
に
新
手
の
部
隊
を
上
陸
さ
せ

た
。

　

し
か
し
、
よ
う
や
く
反
撃
の
態
勢
を
整
え
た
自
衛
隊
は
、
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自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
か
ら
な
る
義
勇
兵
部
隊
の
活か

つ

躍や
く

も
あ
っ
て
、

敵
を
ほ
ぼ
殱せ

ん

滅め
つ

。

　

い
よ
い
よ
、
長
崎
奪
還
へ
と
向
け
、
行
動
を
開
始
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
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第
一
章　

英
雄

　

中
国
陸
軍
の
汪ワ

ン

文ウ
ェ
ン

思ス

大
尉
は
、
ま
ど
ろ
み
の
中
に
あ

っ
た
。

　

瞼ま
ぶ
たを

う
っ
す
ら
と
開
け
る
と
、
高
い
天
井
に
、
広
い
空

間
が
確
認
で
き
る
。
何
か
薄
い
香
水
の
よ
う
な
匂
い
も
す

る
。

　

少
し
す
る
と
、
そ
れ
は
新
調
さ
れ
た
ば
か
り
の
家
具
の

よ
う
な
、
あ
る
い
は
新
築
の
家
の
よ
う
な
建
材
の
匂
い
だ

と
感
じ
た
。

　

辺
り
は
暗
く
、
所
々
床
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
サ
イ
リ
ウ

ム
が
置
い
て
あ
る
。

　

横
を
向
く
と
、
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
ベ
ッ
ド
が
無
数
に

並
び
、
衛
生
兵
た
ち
が
動
き
回
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

自
分
も
、
そ
の
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

思
考
が
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
、
負
傷
兵
が

上
げ
て
い
る
と
思
し
き
不ふ

快か
い

な
悲
鳴
や
、
兵
士
た
ち
の
叫

び
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　

こ
こ
は
、
負
傷
兵
を
収
容
す
る
野
戦
病
院
の
よ
う
だ
。

　

傍
ら
に
は
、
飛
行
服
姿
の
女
性
士
官
が
い
た
。
パ
イ
プ

椅い

子す

に
座
り
、
輝き

度ど

を
落
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
弄い

じ

っ
て
い
る
。

　

大
尉
が
、
毛
布
を
捲め

く

っ
て
姿
勢
を
変
え
る
と
「
お
目
覚

め
で
す
か
？
」
と
相
手
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
視
線
を

上
げ
て
話
し
か
け
て
き
た
。

「
…
…
僕
は
、
負
傷
兵
じ
ゃ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
負
傷



23 第一章　英雄 

は
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
」

　

そ
う
応
え
て
か
ら
、
大
尉
は
起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
。

だ
が
、
軽
い
目め

眩ま
い

を
覚
え
て
、
一
瞬
意
識
が
遠
の
く
。

「
ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
…
…
お
水

を
ど
う
ぞ
」

　

女
性
士
官
は
、
足
下
に
置
か
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
か

ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
取
り
出
し
て
差
し
出
し
て
き
た
。

　

エ
ビ
ア
ン
だ
っ
た
が
、
北ペ

京キ
ン

語
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て

い
る
。

「
な
ん
で
、
こ
ん
な
も
の
が
」

「
こ
こ
の
兵へ

い

站た
ん

は
、
ま
だ
保
た
れ
て
い
ま
す
。
正
直
、
エ

ビ
ア
ン
を
箱
詰
め
で
送
っ
て
く
る
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、
兵

隊
と
弾
を
届
け
て
ほ
し
い
の
で
す
け
ど
」

　

女
性
士
官
は
、
こ
こ
で
自
己
紹
介
を
し
て
き
た
。

　

名
前
は
韋

ウ
ェ
イ

慕ム
ゥ

青チ
ン

少
尉
で
、
武
装
ヘ
リ
部
隊
の
唯
一
の

女
性
搭
乗
員
だ
、
と
の
こ
と
だ
。

「
な
ぜ
こ
ん
な
所
に
？ 

負
傷
し
て
い
る
よ
う
に
は
、
見

え
な
い
が
」

「
私
の
こ
と
で
す
か
？ 

ま
あ
、
負
傷
し
て
い
る
と
言
え

ば
、
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
で
も
、
た
い
し
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
撃
墜
さ
れ
て
、
少
し
足
首
を
捻ひ

ね

っ
た
程

度
だ
か
ら
。
そ
の
後
も
出
撃
し
て
、
ま
た
墜
落
さ
せ
ら
れ

た
け
れ
ど
、
私
、
悪
運
が
強
い
ら
し
く
っ
て
」

　

確
か
に
、
彼
女
は
今
軍ぐ

ん

靴か

で
は
な
く
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を

巻
い
た
裸は

だ
し足
に
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
い
た
。

「
こ
こ
は
、
ど
こ
で
す
？ 

負
傷
し
て
も
い
な
い
自
分
が
、

ど
う
し
て
こ
こ
に
？
」

「
貴
方
は
…
…
ち
ょ
っ
と
暴
れ
た
の
で
、
強
い
鎮ち

ん

静せ
い

剤ざ
い

を

投
与
さ
れ
ま
し
た
。
軍
医
の
話
で
は
、
そ
の
せ
い
で
記

憶
に
混
乱
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。
ま
ず
こ
こ

は
、
長
崎
で
す
。
大お

お

村む
ら

と
い
う
空
港
が
あ
る
街
で
、
海
上

空
港
か
ら
陸
地
へ
渡
り
、
海
上
自
衛
隊
基
地
の
す
ぐ
隣
に

あ
る
巨
大
な
家
具
屋
の
中
で
す
。
空
挺
の
指
揮
所
は
、
す

ぐ
隣
に
あ
る
物
流
セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
い
ま
す
。
最
初
は
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空
港
の
中
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
野
砲
の
攻
撃
を
受
け
た
の

で
、
内
陸
部
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
…
…
そ
れ
で
、
大
尉

殿
は
、
大
き
な
怪け

我が

こ
そ
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
擦す

り
傷き

ず

や

Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
発
射
し
た
と
き
の
小
さ
な
火や

け
ど傷
を
あ
ち
こ
ち
負

っ
て
い
て
、
そ
の
治ち

療り
ょ
う

の
た
め
、
こ
の
野
戦
病
院
に
担

ぎ
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
戦
場
に
戻
せ
と
暴
れ
た
の

で
、
薬
で
眠
ら
さ
れ
た
と
私
は
聞
い
て
い
ま
す
よ
」

　

段
々
と
記
憶
が
戻
っ
て
き
た
。

　

自
分
は
、
八
代
市
内
で
、
一
個
小
隊
を
率
い
て
戦
っ
て

い
た
。
敵
陣
の
中
で
孤
立
し
、
白
旗
を
掲
げ
よ
う
と
し
た

が
果
た
せ
ず
、
戦
闘
を
繰
り
広
げ
つ
つ
逃
亡
し
て
い
る
う

ち
、
い
つ
の
間
に
か
祖そ

国こ
く

で
英え

い

雄ゆ
う

扱
い
を
さ
れ
て
い
た
の

だ
。
そ
し
て
、
英
雄
に
な
っ
た
自
分
た
ち
を
救
出
す
る
た

め
に
、
味
方
が
大
部
隊
を
展
開
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
そ
の
味
方
の
大
き
な
犠
牲
に
よ
り
、
自

分
を
含
め
た
ほ
ん
の
数
名
が
助
け
出
さ
れ
た
。

「
…
…
僕
の
、
部
下
た
ち
は
？ 

ま
だ
、
八
代
に
残
っ
て

抵
抗
し
て
い
た
は
ず
だ
。
と
い
う
か
、
僕
は
何
時
間
く
ら

い
寝
て
い
た
の
⁉
」

「
え
え
と
、
順
を
追
っ
て
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
大
尉
殿
は
、

丸
一
日
近
く
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に
脱
出
し
た
韓ハ

ン

童ト
ン

曹
長
は
、
お
元
気
で
す
。
貴
方
の
お
供
と
し
て
、
中
央
電

視
台
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
受
け
て
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

え
え
と
…
…
」

　

少
尉
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
視
線
を
落
と
し
、
輝
度
を

上
げ
て
か
ら
、
動
画
を
一
本
見
せ
た
。

「
こ
れ
が
、
今
夜
の
ト
ッ
プ
・
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
解
放
軍

の
英え

い

傑け
つ

・
汪
文
思
大
尉
、
部
下
と
と
も
に
無
事
戦
場
を
離

脱
。
空
挺
が
決
死
の
救
出
活
動
を
行
い
、
八
代
で
の
作
戦

は
大
勝
利
に
終
わ
る
―
！ 

と
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
す

ね
」

「
大
勝
利
⁉ 

僕
一
人
を
救
出
す
る
た
め
に
、
空
挺
は
一

〇
〇
名
近
い
犠
牲
を
払
っ
た
ん
だ
ぞ
…
…
。
そ
れ
に
、
本

隊
の
司
令
部
は
、
あ
の
時
包
囲
さ
れ
て
全
滅
し
か
け
て
い
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た
…
…
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
本
隊
の
残
存
部
隊
は
、
八
代

市
内
か
ら
山
中
へ
と
転
戦
し
、
森
の
中
で
持
久
戦
を
継
続

す
る
と
の
こ
と
で
す
」

「
戦
力
は
ど
の
く
ら
い
？
」

「
さ
あ
、
二
〇
〇
〇
も
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
一
〇
〇
〇

名
程
は
い
る
は
ず
で
す
」

「
万
の
単
位
で
上
陸
し
、
戦
車
だ
っ
て
何
十
両
も
持
ち
込

ん
だ
の
に
。
…
…
そ
れ
が
、
全
滅
し
た
ん
だ
ぞ
⁉
」

　

少
尉
は
、
腑ふ

に
落
ち
な
い
と
い
う
表
情
だ
っ
た
。

「
そ
う
そ
う
、
戦
車
と
い
え
ば
、
自
走
高
射
機
関
砲
を
率

い
て
大
尉
殿
と
と
も
に
戦
っ
た
人
民
解
放
軍
の
誉ほ

ま

れ
！ 

と
言
わ
れ
て
い
る
余ユ

イ

凡フ
ァ
ン

中
尉
で
す
が
、
政
府
は
、
国
際

赤
十
字
を
通
じ
て
、
士
官
と
し
て
の
正
当
な
待
遇
と
、
速す

み

や
か
な
る
解
放
を
日
本
政
府
に
求
め
る
そ
う
で
す
」

「
人
民
は
本
当
に
、
八
代
の
戦
い
で
勝
利
し
た
な
ん
て
信

じ
て
い
る
の
か
⁉
」

「
は
い
。
着
陸
し
た
ヘ
リ
か
ら
大
尉
殿
が
降
り
て
く
る
シ

ー
ン
が
、
こ
う
し
て
何
度
も
繰
り
返
し
テ
レ
ビ
で
流
れ
て

い
ま
す
し
、
余
凡
中
尉
が
投
降
し
た
時
、
敵
の
士
官
と
交

わ
し
た
英
語
の
や
り
と
り
も
、
北
京
語
に
吹
き
替
え
ら
れ
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
流
れ
て
い
ま
す
。
あ
れ
は
ち
ょ
っ
と
痛

快
で
し
た
ね
。
地
面
に
膝ひ

ざ

を
つ
い
て
頭
の
後
ろ
で
両
手
を

組
め
と
い
う
脅お

ど

し
に
対
し
て
『
自
分
は
士
官
だ
か
ら
士
官

と
し
て
扱
え
！
』
と
英
語
で
一い

っ

喝か
つ

し
た
シ
ー
ン
は
。
ご
存

じ
で
す
か
？ 

会
話
は
全
部
、
ス
マ
ホ
の
マ
イ
ク
に
拾
わ

れ
て
、
中
国
全
土
に
生
放
送
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
」

「
信
じ
ら
れ
な
い
…
…
。
わ
れ
わ
れ
は
負
け
た
の
に
、
人

民
の
誰
も
、
そ
の
真
実
を
知
ら
な
い
な
ん
て
…
…
」

「
大
衆
と
い
う
の
は
い
つ
も
、
信
じ
た
い
情
報
に
飛
び
つ

く
も
の
で
し
ょ
う
。
誰
も
、
責
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
、

日
本
も
積
極
的
に
否
定
す
る
気
は
な
い
よ
う
で
す
。
と
い

う
の
も
、
軍
は
、
八
代
を
核か

く

兵
器
で
焼
き
払
う
と
脅
し
た

ら
し
く
て
、
も
し
事
実
が
公

お
お
や
け

に
な
れ
ば
、
核
兵
器
使
用
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